
「教科等横断」推進プロジェクト

【伴走支援充実事業】【探究型学習実践事業（授業等研究セミナー】

教科以外の

セミナー

特別支援
教育

授業研究チーム員
は「探究的学習推
進教師」として各
地域で成果を普及

目
的

生徒が主体的に学習活動を続け、自らの学びを振り返りな
がら、活動の質を上げられるよう、大学教員等を講師とした
講習を設定し、生徒の探究活動を伴走支援する際に必要な
教員の資質・能力の向上を図る。

対
象

○全道立高等学校の教員（総合的な探究の時間担当者等）
※管理職も含む
※講習参加者は、講習の成果を校内研修等で校内で普及

講
師

○北海道大学、弘前大学、新潟大学、東京学芸大学など、
高等教育機関等の教員

○令和７年度（１年目）：基礎とマインドセット
・探究的な学び、伴走支援とは ・課題設定、解決のアプローチ
・外部機関との連携した探究 ・ファシリテート 等

○令和８年度（２年目）：実践
・データサイエンス ・フィールドワーク
・生成AIと探究 ・教科等横断的な学び 等

○令和９年度（３年目）：表現と評価
・ポスターセッション、ディスカッション ・情報デザイン
・論文、レポートの書き方 ・探究学習の評価 等

伴走支援する教員の
資質・能力の向上支援

目
的

教科等の学び

実
施

教
科
等

生徒が探究の過程において、各教科等の特質に応じた見方・考
え方を総合的・統合的に働かせることができるよう、各教科等にお
ける探究的な学びの実現に向けた授業改善の取組を通じて、各高
等学校における教科等横断的な教育の一層の充実を図る。

国語、数学、地理歴史・公民、理科、外国語（英語）、保健体育、
情報、家庭、農業、工業、商業、水産、総合的な探究の時間、
特別支援教育

方
法

○ 高校教諭、指導主事、大学教員等からなる「授業研究チーム」
を編制、学習指導案の検討を行い、公開授業、研究協議を実施
○ 「教科等横断型」を全４ブロックで実施

○学習指導案検討会の実施：経験と理論に基づく省察
・育成を目指す資質・能力や授業方法の検討、省察
・授業研究チームで授業を想定し、探究的な学びを計画

○授業等研究セミナー：実践と研究協議に基づく省察
・単元計画に位置付けた学習指導案による授業の実践
・授業研究チームの活動を踏まえた研究協議、省察

○振り返り：実践後の、生徒の変容を踏まえた省察
・セミナー実施後、生徒の変容を踏まえた振り返り

○今後の授業づくりに活用

総合的な探
究の時間

各教科の

セミナー

授業者・参加者の
資質・能力の向上

促進

探究活動往還


